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研究成果の概要（和文）：一酸化窒素は一酸化窒素合成酵素の作用によってL-アルギニンから産生される気体分
子である。近年、一酸化窒素は翻訳後修飾の一種であるS-ニトロシル化に関与し、タンパク質の機能を調節して
いる。まず、NOドナーであるGSNOを添加したRAW264細胞ではファゴサイトーシスが促進した。NOドナーで処理し
た細胞では、Rab5の活性が上昇していることがGST-R5BDプルダウンアッセイで明らかになった。ビオチンアッセ
イでは活性型Rab5が強くS-ニトロシル化していた。これらのことより、Rab5がS-ニトロシル化されることによっ
てファゴサイトーシスが調節されていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Nitric oxide (NO), produced from L-arginine by nitric oxide synthases (NOSs)
 in cells, modulates post-translational proteins. Recent studies have been reported covalent 
adduction of a NO moiety to cysteines called S-nitrosylation is a key NO signaling pathway and 
regulates protein functions. Here, we report that NO regulates phagocytosis through S-nitrosylation 
of Rab5. To investigate the effect of NO on phagocytosis, we treated RAW264 cells with a NO donor 
GSNO. Phagocytosis was facilitated in RAW264 cells by treatment with GSNO. We next examined the 
effect of NO on Rab5 activity. As a result of GST-R5BD pull down assay, Rab5 activity was augmented 
by treatment with NO in cultured cells. We evaluated S-nitrosylation of Rab5 by using biotin switch 
methods. S-nitrosylation was observed in active Rab5 more strongly than inactive Rab5. Collectively,
 our date suggests a mechanism by which NO activates Rab5 and phagocytosis through S-nitrosylation.

研究分野：歯学
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１．研究開始当初の背景 
ファゴサイトーシスは、単球、マクロファ
ージ、好中球など主に免疫細胞によって、細
胞外からの細菌などの病原物質や死んだ細
胞、動脈の脂肪の除去などに重要である。フ
ァゴサイトーシスは 0.5μm 以上の物質の取
り込みと定義され、細胞表面のレセプターに
物質が結合するとシグナル伝達によってア
クチンが再構築され膜輸送によって細胞内
に物質が取り込まれる。例えば細菌が細胞表
面のレセプターに結合するとアクチンが再
構築され、細菌の周りにファゴサイティック
カップが形成される。そして、ファゴサイテ
ィックカップは細胞膜より切り離され、小胞
（ファゴソーム）となる。細胞に取り込まれ
た細菌は Rab5 陽性のファゴソームから
Rab7 陽性のエンドソームへと運ばれファゴ
ソーム内の pHが低下していく。最終的には
細菌はファゴリソソームへと運ばれ分解さ
れる。しかしながら、ファゴサイトーシスに
おける Rab5の役割は不明な点が多い。 
 Rab ファミリータンパク質はエンドサイ
トーシスとエキソサイトーシスを制御して
いるタンパク質である。現在、Rabファミリ
ータンパク質は 60 個以上存在することが知
られており、それぞれが特異的にオルガネラ
に局在し、小胞輸送を司っている。Rab5 は
細胞膜と初期エンドソームに局在し、ファゴ
サイトーシスを含めたエンドサイトーシス
に関わるタンパク質であり、これまでに 30
個以上の特異的な相互作用因子が同定され
ている。Rab5には GDP結合型の不活性型と
GTP結合型の活性型があり、その構造変化は
GDP/GTP交換因子（GEF）、GTPase促進因
子（GAP）、GDP解離抑制因子（GDI）によ
って調節されている。 
 口腔組織に炎症が起こると一酸化窒素
(NO）などの気体分子が産生される。口腔組
織の直下には無数の毛細血管が張りめぐら
されており、そこには免疫細胞が存在してい
る。NO は生理学的に免疫系において重要な
因子であり、また、細胞機能の破綻に関与す
る可能性が示唆されている。NO は、神経型
一酸化窒素合成酵素（nNOSまたはNOS1）、
誘導型一酸化窒素合成酵素（iNOS または
NOS2）、上皮型一酸化窒素合成酵素（eNOS
または NOS3）によって L-アルギニンから合
成される。近年、NO がタンパク質のシステ
インのチオール基に付加する翻訳後修飾で
ある S-ニトロシル化が注目されている。S-
ニトロシル化は NOS の発現量に依存し、
NOS が局在している場所でもたらされる修
飾である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、口腔組織の炎症によって発生す
る一酸化窒素が細胞に及ぼす影響を解析す
る。 
 
３．研究の方法 

トランスフェクションは invitrogen 社の
Lipofectamine3000 を用いて行った。ファゴ
サイトーシスアッセイは invitrogen 社の
pHrodo red-labeled S. aureus BioParticles
を用いて行った。タンパク質同士の相互作用
解析はGSTプルダウンアッセイや免疫沈降法
で解析した。細胞内局在性は免疫染色を行い、
共焦点蛍光顕微鏡（Carl Zeiss 社）で観察し
た。タンパク質の S-ニトロシル化は cayman
社の S-Nitrosylated Protein Detection Kit
を用いたビオチンスイッチ法で検出した。
Rab5 の活性は GST-R5BD プルダウンアッセイ
で解析した。 
 
４．研究成果 
まず始めに NO がファゴサイトーシスに及ぼ
す影響について NOドナーである GSNO を用い
て解析した。その結果、予想に反して GSNO
を添加した RAW264 細胞ではファゴサイトー
シスが促進した。次にNO阻害剤であるL-NAME
を用いてファゴサイトーシスアッセイを行
った。その結果、L-NAME を添加した RAW264
細胞ではファゴサイトーシスが低下してい
た。そして、Rab5 と iNOS の結合状態を明ら
かにするために、LPS 刺激し iNOS を発現させ
た RAW264 細胞を用いて免疫沈降法で解析し
た。その結果、Rab5 と iNOS が共免疫沈降し
た。さらに、iNOS が活性型 Rab5 と結合する
のかそれとも不活性型 Rab5 と結合するのか
GST プルダウンで解析した。その結果、不活
性型 Rab5 と比較して活性型 Rab5 に強く結合
した。 
 iNOS と HA-Rab5 の局在を解析するために
LPS刺激したRAW264細胞を用いて免疫染色を
行い共焦点蛍光顕微鏡で観察した。その結果、
iNOS と HA-Rab5 が共局在した。次に、Rab5
がS-ニトロシル化されるか否かHA-Rab5をト
ランスフェクションしたHEK293T細胞を用い
てビオチンスイッチ法で解析した。その結果、
HA-Rab5が細胞内でS-ニトロシル化されてい
た。そして、活性型変異体 GST-Rab5Q79L と
不活性型変異体 GST-Rab5S34N を用いてビオ
チンアッセイ法で解析した。その結果、
GST-Rab5S34N と GST-Rab5Q79L の方が強く S-
ニトロシル化された。 
NO が Rab5 の活性に及ぼす影響を明らかに
するために、HA-Rab5 をトランスフェクショ
ンした HEK293T 細胞を GSNO で処理し、
GST-R5BD プルダウンで解析した。その結果、
GSNO 処理した細胞では Rab5 の活性が上昇し
ていた。そして、NO が直接的に Rab5 の活性
を上昇させるのか否か明らかにするために
His-Rab5 を用いて解析した。その結果、NO
ドナーである DEA-NONOate で処理した
His-Rab5 は Rab5 の活性が上昇していた。 
 Rab5 の S-ニトロシル化部位を明らかにす
るために Rab5 のシステイン残基をアラニン
に置換した変異体を用いて解析した。その結
果、Rab5 の 212 番目と 213 番目のシステイン
が S-ニトロシル化されることが明らかとな



った。次にこれらシステイン変異 Rab5 を用
いてファゴサイトーシスアッセイを行った。
その結果、212 番目と 213 番目のシステイン
が変異した Rab5 はファゴサイトーシスが低
下していた。 
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